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伊
東
市
医
師
会
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
通
じ
て

地
域
住
民
の
安
全
と
安
心
を
守
る
医
療
を
提
供
で

き
る
よ
う
活
動
し
て
い
ま
す
。
主
な
事
業
と
し
て

は
、
行
政
と
協
力
し
予
防
接
種
や
健
（
検
）
診
事

業
を
行
い
、
幼
稚
園
・
保
育
園
・
小
中
学
校
に
校

医
を
派
遣
す
る
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
を
守

る
活
動
や
、
夜
間
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
（
初
期
救

急
医
療
）
に
医
師
を
派
遣
し
、
二
次
救
急
医
療
病

院
と
の
連
携
強
化
を
図
る
な
ど
地
域
の
救
急
医
療

を
守
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
皆
さ

ん
に
最
適
な
医
療
を
提
供
す
る
目
的
で
、
最
新
の

医
療
知
識
や
技
術
を
習
得
で
き
る
よ
う
に
学
術
講

演
会
を
定
期
的
に
開
催
し
、
医
療
レ
ベ
ル
向
上
の

た
め
の
教
育
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消

防
・
行
政
・
他
職
種
と
連
携
し
な
が
ら
災
害
時
の

医
療
救
護
体
制
の
構
築
に
取
り
組
み
、
地
域
全
体

を
あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら
守
る
べ
く
災
害
医
療
の
充

実
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
そ
の
災
害
医
療
の
活
動
に
つ
い
て
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

災
害
か
ら
地
域
を
守
る
最
後
の
砦

災
害
か
ら
地
域
を
守
る
最
後
の
砦

伊
東
市
医
師
会

伊
東
市
医
師
会

第41代伊東市医師会会長
岡田 典之　医師
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被
災
者
の
経
験
、
被
災
状
況
の

検
証
が
急
務

　
災
害
大
国
と
言
わ
れ
る
我
が

国
で
は
阪
神
淡
路
大
震
災
、
東

日
本
大
震
災
、
熊
本
地
震
な
ど

大
き
な
地
震
が
頻
発
し
、
つ
い

最
近
で
は
能
登
半
島
地
震
が
記

憶
に
も
新
し
い
地
震
災
害
で
す
。

災
害
は
地
震
だ
け
で
な
く
台
風
、

西
日
本
豪
雨
な
ど
の
風
水
害
や

熱
海
市
伊
豆
山
土
石
流
災
害
な

ど
も
身
近
に
発
生
し
た
災
害
と

言
え
ま
す
。

　
我
々
が
住
ん
で
い
る
伊
東
市

は
、
伊
豆
半
島
の
東
側
に
位
置

し
、
能
登
半
島
を
１
８
０
度
回

転
さ
せ
た
地
形
に
酷
似
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
能
登
半
島

を
襲
っ
た
地
震
の
被
災
状
況
を

事
細
か
く
検
証
す
る
必
要
が
あ

り
、
ま
た
近
未
来
に
発
生
す
る

可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
る
首
都

直
下
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
に
よ
る
被
害
状
況
を
予
測

し
な
が
ら
我
が
地
域
の
災
害
対

策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

自
助
・
共
助
・
公
助
の
連
携

そ
れ
が
災
害
活
動
の
基
本
の
㋖

　
一
度
大
規
模
災
害
が
発
災
す

れ
ば
医
療
現
場
は
待
っ
た
な
し

の
早
急
な
対
応
を
迫
ら
れ
ま
す
。

一
般
的
に
災
害
時
に
は
①
自

助
：
発
災
直
後
は
ま
ず
自
分
の

身
を
守
る
こ
と
に
専
念
し
、
身

の
安
全
を
確
認
し
な
が
ら
避
難

す
る
。
②
共
助
：
安
全
確
認
後
、

近
く
に
被
災
者
が
い
な
い
か
を

確
認
し
、
周
囲
の
被
災
状
況
の

把
握
に
努
め
、
通
信
手
段
を
駆

使
し
て
、
物
資
搬
入
路
や
被
災

者
・
負
傷
者
の
受
入
れ
の
状
況

を
救
護
所
・
診
療
所
・
病
院
な

ど
に
確
認
す
る
。
③
公
助
：
Ｄデ

ィ
ー

Ｍマ

ッ

ト
Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー

ム
）
や
Ｊジ
ェ
イ

Ｍマ

ッ

ト
Ａ
Ｔ
（
日
本
医
師

会
災
害
医
療
チ
ー
ム
）
が
ト
リ

ア
ー
ジ
（
災
害
時
に
治
療
の
優

先
度
を
決
め
る
）
を
行
い
、
重

傷
者
を
被
災
地
以
外
の
医
療
機

関
へ
移
送
す
る
。
こ
の
三
助
を

連
携
強
化
す
る
こ
と
と
、
そ
の

シ
ス
テ
ム
構
築
が
大
切
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 ㉄(一社)伊東市医師会事務局

　住所：大原１丁目6-20
　☎37-8925

待ったなしの対応を求められるとき
何ができるか ―

伊豆半島 能登半島を180度
回転させた地図
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災
害
医
療
活
動
の
現
状

　
市
か
ら
医
療
救
護
所
立
ち
上
げ
の
出

動
要
請
が
医
師
会
に
入
る
と
、
医
療
救

護
本
部
長
で
あ
る
医
師
会
会
長
は
自
ら

の
身
の
安
全
を
確
認
後
、
医
師
会
館
に

入
り
、
伊
東
市
医
師
会
災
害
対
策
本
部

を
立
ち
上
げ
、
携
帯
電
話
も
し
く
は
小

型
無
線
機
で
医
療
救
護
担
当
の
医
師
会

員
の
安
全
確
認
を
行
い
ま
す
。
安
全
確

認
が
で
き
た
ら
医
療
救
護
所
に
派
遣
指

示
を
出
し
ま
す
。
72
時
間
（
急
性
期
）

以
内
に
一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
う
こ

と
を
目
的
に
、
医
師
会
災
害
対
策
本
部

は
左
図
の
よ
う
な
医
療
救
護
所
や
救
護

病
院
に
準
じ
る
医
療
救
護
施
設
、
関
係

機
関
と
の
情
報
伝
達
体
系
を
と
り
、
被

災
状
況
な
ど
を
集
約
、
発
災
直
後
の
傷

病
者
受
入
れ
体
制
の
充
実
化
を
図
り
ま

す
。

伊
豆
半
島
な
ら
で
は
の
災
害
医
療

　　
日
本
医
師
会
や
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
か

ら
防
災
対
策
指
針
が
公
表
さ
れ
て
い
る

中
、
そ
の
内
容
は
基
本
的
か
つ
一
般
論

的
で
あ
り
、
実
際
は
そ
の
地
域
に
合
わ

な
い
対
策
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
現
実

的
に
必
要
な
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
特
性
を
考
慮
し
、
よ
り
実
践
的
で
オ

リ
ジ
ナ
ル
な
防
災
対
策
指
針
で
す
。
三

方
海
で
囲
ま
れ
た
地
形
を
持
つ
我
が
伊

豆
半
島
（
伊
東
市
）
は
能
登
半
島
地
震

で
被
災
さ
れ
た
人
々
の
体
験
を
検
証
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
独
自
の
減
災
対
策
指

針
を
具
体
的
に
立
て
る
こ
と
が
急
務
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
半
島
な
ど

閉
鎖
的
な
地
形
で
発
生
し
た
大
規
模
地

震
災
害
時
に
は
陸
路
が
寸
断
さ
れ
（
能

登
半
島
地
震
で
の
災
害
の
8
割
が
土
砂

災
害
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
）
、
公
助

に
よ
る
人
的
・
物
的
支
援
が
被
災
地
に

到
着
す
る
ま
で
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

そ
う
な
る
と
公
助
が
届
く
ま
で
の
間
、

被
災
者
は
自
助
・
共
助
を
し
な
が
ら
耐

え
る
し
か
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
伊
東

市
医
師
会
と
し
て
も
独
自
の
災
害
医
療

対
策
（
特
に
透
析
、
呼
吸
器
装
着
並
び

に
在
宅
酸
素
治
療
中
の
患
者
さ
ん
）
の

検
討
を
今
後
も
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
そ
の
よ
う
な
地
形
で
も
発

災
時
の
通
信
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
小
型
無
線
機
や
衛
星
電
話
な

ど
の
通
信
機
器
を
使
っ
た
通
信
訓
練
を

定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公

助
で
あ
る
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
や
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
到

着
す
る
ま
で
に
は
あ
る
程
度
の
日
数
が

か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま

で
の
間
は
医
師
・
歯
科
医
師
な
ど
が
中

心
と
な
っ
て
災
害
時
ト
リ
ア
ー
ジ
を
行

い
、
効
率
よ
く
傷
病
者
の
応
急
処
置
や

後
方
医
療
施
設
へ
の
転
送
の
要
否
を
判

断
で
き
る
よ
う
に
実
践
を
想
定
し
た
訓

練
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
の
医
療
知
識
を
深
め

る
た
め
に
医
師
会
員
の
災
害
医
療
に
関

す
る
講
演
会
や
平
時
の
災
害
対
策
訓
練

を
定
期
的
に
行
い
、
よ
り
良
い
災
害
医

療
体
制
を
整
備
し
、
市
民
の
命
を
守
る

た
め
の
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
防
災
に
関
し
て
本
気
で
考

え
て
く
れ
る
人
が
一
人
で
も
増
え
て
く

れ
る
こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

伊東市医師会役員
No. 役職 氏名 医療機関名
① 会長 岡田　典之 伊東ヘルスサポートクリニック
② 副会長 山本　佳洋 山本医院
③ 業務執行理事 上山　和也 上山レディースクリニック
④ 業務執行理事 横山　　健 伊豆のさと診療所
⑤ 理事 村上　吉男 むらかみ小児科クリニック
⑥ 理事 許田　和義 許田医院
⑦ 理事 川合　耕治 伊東市民病院  管理者
⑧ 理事 中島　　進 伊東市民病院  
⑨ 理事 髙栁　伸之 伊豆高原メディカルたかやなぎ整形外科
⑩ 理事 福岡　明久 伊豆高原クリニック
⑪ 理事 大川　哲弥 大川胃腸科外科
⑫ 議長 篠原　義賢 伊東市民病院
⑬ 副議長 横山　良望

理事 中村　勝運 なかむら内科・消化器内科クリニック
監事 川口　　実 伊豆高原ゆうゆうの里診療所
監事 藤井まゆみ 藤井クリニック
参与 立花　正史 たちばなメディカルクリニック

小型無線機

デジタル防災行政無線
①②

③ ⑦ ⑬ ⑫ ④

⑧⑤

⑨ ⑪⑩

⑥

トリアージタグ
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災
害
発
生
直
後
は
、
ま
ず
命
を
救
う

こ
と
、
救
命
処
置
が
優
先
に
な
り
ま
す

が
、
そ
の
後
は
慣
れ
な
い
環
境
で
の
生

活
と
な
り
、
心
身
共
に
負
担
が
か
か
り

ま
す
。
こ
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
生
じ
る
の

が
「
二
次
災
害
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、

例
え
ば
、
階
段
の
多
い
環
境
で
外
に
出

な
く
な
り
、
筋
肉
の
量
が
減
る
こ
と
で

転
び
や
す
く
な
る
、
ま
た
、
い
つ
も
処

方
し
て
も
ら
っ
て
い
た
薬
を
飲
め
ず
に

病
状
が
悪
化
す
る
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
第
一
に
命
を
「
守
る
」
こ
と
の

後
に
は
、
皆
さ
ん
の
生
活
を
再
建
し
て

い
く
た
め
に
命
を
「
つ
な
ぐ
」
備
え
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
減
災
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
岡
田
先
生
の
お
話
に
も
あ
っ
た
よ
う

に
、
災
害
時
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
が
、
二
次
災
害
を
最
小
限
に
減
ら

す
こ
と
に
も
、
こ
の
言
葉
が
要
に
な
り

ま
す
。

　
市
で
は
令
和
4
年
か
ら
、
9
月
1
日

の
総
合
防
災
訓
練
に
「
静
岡
Ｄデ

ィ
ー
ワ
ッ
ト

Ｗ
Ａ
Ｔ

（
静
岡
県
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
）
」

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
要
支
援
者
の
移

送
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の

訓
練
に
は
、
静
岡
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
に
加
え
て

「
静
岡
Ｊジ
ェ
イ
ラ
ッ
ト

Ｒ
Ａ
Ｔ
（
静
岡
災
害
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
）
」
「
静
栄

Ｄダ

ッ

ト
Ａ
Ｔ
（
静
岡
県
栄
養
士
会
災
害
支
援

チ
ー
ム
）
」
が
訓
練
に
参
加
の
予
定
で

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
台
風
の
影
響
で

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
支
援

チ
ー
ム
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、

今
後
も
市
民
一
人
一
人
が
で
き
る
防
災

の
情
報
発
信
と
、
体
制
づ
く
り
に
努
め

て
い
き
ま
す
。 　

　　
災
害
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

で
す
が
、
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め

の
備
え
は
可
能
で
す
。
ご
自
身
の
避
難

先
は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
？　
そ
こ
に
た

ど
り
着
く
ま
で
の
道
選
び
は
し
て
い
ま

す
か
？　
日
頃
か
ら
で
き
る
防
災
を
皆

さ
ん
に
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
市
で

は
、
今
後
も
専
門
職
と
協
働
し
て
二
次

災
害
を
最
小
限
に
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

要
支
援
者
搬
送
訓
練

車いすを人力車
にして操作する
体験

保管がしやすく
運びやすい担架
の搬送体験

㉄中央地域包括支援センター
　（市高齢者福祉課内）
　☎52-3003

命をつなぐための備え

３つのキーワード

自助 自分を守る

共助 みんなで助け合う

公助 公的な支援の強化

　非常持ち出し袋と一緒に、保険証や
お薬手帳など医療・介護の情報が分か
るものをすぐに持ち出せますか？　災
害時には、通常と異なる方法で、医療
や介護サービスを受けられることがあ
ります。服用している薬や治療、介護
サービスを調べるために大事な情報と
なります。

　近所に住んでいる人の顔や名前を
知っていますか？　高齢者、障がい
者、小さい子どもなどの要支援者がい
る家庭は、災害時に逃げ遅れる可能性
が高いです。地域の避難訓練への参加
や、日頃から挨拶を交わすことで、万
が一のときに声を掛けやすくなりま
す。まずは自身の安全を確保した上
で、互いに声を掛け合えると、少しで
も多くの命を救えるかもしれません。

　市では、皆さんからの情報を集め、
適切な支援ができるよう努めます。し
かし、公的支援にも限界が生じること
もあり、その場合は市外・県外からの
支援を要請します。二次災害を最小限
に抑えるため、医療・介護・福祉の専
門職による支援を受けながら、可能な
限り早い復興を目指します。
　また、熱海市伊豆山土石流災害で
は、行政、医療、介護、福祉関係者な
どで必要な情報を一斉配信でき、個別
でもやり取りができる機能を持つ「シ
ズケア＊かけはし」というツールを活
用し、緊急的な薬の処方や、情報共有
による早急な支援が行われました。伊
東市でも、このツールの活用を推進し
ていきます。
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伊東市医師会×伊東市民病院

「健康」を備えよう！

―災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）―
　
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
、

被
災
地
で
迅
速
に
医
療
活
動
を
行

う
専
門
チ
ー
ム
。
そ
れ
が
「
災
害

派
遣
医
療
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
：

D
isaster M

edical A
ssistan

ce T
eam

）
」
で
す
。
伊
東
市

民
病
院
は
熱
海
・
伊
東
医
療
圏
域

に
お
け
る
災
害
拠
点
病
院
と
し
て

指
定
さ
れ
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を
保
有
し

て
い
ま
す
。

　
今
年
の
元
日
に
発
生
し
た
能
登

半
島
地
震
の
際
に
は
、
被
災
地
に

向
け
て
2
チ
ー
ム
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が

派
遣
さ
れ
、
現
地
に
て
病
院
支
援

の
ほ
か
、
被
災
地
の
医
療
機
関
や

福
祉
施
設
へ
の
物
資
の
調
達
支
援

に
当
た
り
ま
し
た
。

　
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
、
医
師
、
看
護
師
、

業
務
調
整
員
（
医
療
従
事
者
や
事

務
職
員
）
で
構
成
さ
れ
る
機
動
性

の
高
い
医
療
チ
ー
ム
で
す
。

　
大
規
模
地
震
や
豪
雨
な
ど
の
災

害
発
生
時
、
被
災
地
に
迅
速
に
駆

け
つ
け
、
被
害
状
況
に
よ
り
応
急

治
療
や
病
院
支
援
な
ど
の
活
動
を

行
い
ま
す
。
発
災
に
伴
い
、
多
く

の
傷
病
者
が
医
療
を
必
要
と
し
ま

す
が
、
そ
の
中
で
限
ら
れ
た
医
療

を
、
す
ぐ
に
医
療
を
必
要
と
す
る

「
重
症
な
」
患
者
さ
ん
に
提
供
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
多
く

の
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　　
市
内
で
災
害
時
に
重
症
な
患
者

さ
ん
を
受
け
入
れ
る
の
は
伊
東
市

民
病
院
で
す
。
市
内
の
み
な
ら
ず

近
隣
の
重
症
な
患
者
さ
ん
数
百
人

が
集
ま
る
こ
と
を
想
像
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
市
内
の
救
護
所
に
も

軽
症
な
人
も
含
め
多
く
の
患
者
さ

ん
が
集
ま
り
ま
す
。
よ
り
多
く
の

命
を
救
う
た
め
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
何
を
す
べ
き
な
の
か
、
具

体
的
に
考
え
る
こ
と
が
備
え
の
一

歩
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
８
月
に
発
表
さ
れ
た
南
海
ト
ラ
フ
地
震

臨
時
情
報
（
巨
大
地
震
注
意
）
で
は
、
い

ざ
と
な
る
と
ど
の
よ
う
に
準
備
を
し
た
ら

良
い
の
か
迷
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
生

活
用
品
の
備
蓄
や
避
難
経
路
の
確
認
な
ど
、

準
備
で
き
る
こ
と
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

そ
の
中
に
ご
自
分
の
健
康
に
つ
い
て
も

入
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
な
ど
大
災

害
が
発
生
し
た
後
は
、
脳
や
心
臓
の
病
気

が
増
え
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
能

登
半
島
地
震
で
は
、
市
立
輪
島
病
院
の
高

血
圧
症
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の

患
者
が
増
加
し
た
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
水
や
食
べ
物
の
不
足
や

偏
っ
た
食
べ
方
な
ど
に
よ
る
栄
養
状
態
の

悪
化
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
食
事
は

塩
分
過
多
・
炭
水
化
物
中
心
に
な
り
や
す

い
た
め
、
生
活
習
慣
病
が
悪
化
し
ま
す
。

ま
た
、
避
難
生
活
に
よ
る
睡
眠
不
足
や
運

動
不
足
、
不
安
な
ど
に
よ
る
精
神
的
な
ス

ト
レ
ス
、
医
療
の
中
断
な
ど
も
悪
化
の
原

因
と
な
り
ま
す
。

　
日
常
的
に
薬
で
血
圧
や
血
糖
値
な
ど
を

調
整
し
て
い
る
人
は
、
避
難
の
際
は
薬
を

持
ち
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
に

「
お
薬
手
帳
」
も
必
要
で
す
。
加
え
て
、

自
分
の
病
気
の
治
療
状
況
な
ど
、
普
段
か

ら
自
分
の
健
康
状
態
も
説
明
で
き
る
よ
う

に
し
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
す
。
災
害
時

に
慌
て
な
い
た
め
に
、
普
段
か
ら
血
圧
手

帳
を
付
け
て
お
く
こ
と
も
、
健
康
状
態
の

把
握
に
役
立
ち
ま
す
。

　
ま
た
、
被
災
後
の
生
活
習
慣
の
大
き
な

変
化
と
し
て
運
動
不
足
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
生
活
習
慣
病
の
悪
化
だ
け
で
な
く
、

フ
レ
イ
ル
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
歩
く
こ

と
が
で
き
な
く
て
も
、
足
の
曲
げ
伸
ば
し

や
体
操
も
予
防
に
な
り
ま
す
。
日
頃
か
ら

自
分
一
人
で
も
で
き
る
運
動
を
す
る
よ
う

心
掛
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
こ
こ
ま
で
は
、
生
活
習
慣
病
で
治
療
中

の
人
を
中
心
に
お
話
し
ま
し
た
が
、
「
自

分
は
病
気
と
は
無
縁
だ
。
」
と
言
う
人
も

い
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の

災
害
で
は
、
高
血
圧
治
療
を
し
て
い
な

か
っ
た
人
が
避
難
所
で
高
血
圧
に
な
っ
た

と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。
急
な
ス
ト
レ

ス
に
対
応
す
る
た
め
に
、
普
段
か
ら
体
も

心
も
で
き
る
だ
け
健
康
に
保
っ
て
お
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
血
糖
値
が
高
く
て
も
、
何
も
症
状
が
な

い
か
ら
放
っ
て
お
い
て
も
い
い
。
」
、「
血

圧
は
遺
伝
だ
か
ら
、
治
療
し
て
も
仕
方
な

い
。
」
と
思
っ
て
い
る
人
、
こ
の
機
会
に
、

災
害
の
備
え
の
中
に
「
健
康
」
を
入
れ
ま

せ
ん
か
？

▲能登半島地震での派遣時の活動

▲県との合同訓練

㉄健康推進課　
　☎32-1630

健康診査の内容などは
こちらから

㉄健康推進課　
　☎32-1632
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伊東市がん検診　実施中
㉄健康推進課　☎52-3005

※１　胃がん検診（内視鏡検査）は偶数学年齢が対象
※２　女性がんは前年度未受診者又はクーポン対象者が対象

※各検診予約枠に限りがありますので、早めの予約をお願いします。
⑴70歳以上の人、非課税世帯など一部費用が無料になる場合があります。詳細は、５月下旬に
郵送したがん検診等の案内通知又は市ホームページをご覧ください。

⑵がん検診の受診には５月下旬に郵送した「令和６年度がん検診等受診券」が必要です。
⑶がん検診で「要精密検査」と判断された場合は、放置せずに必ず精密検査を受けましょう。

会　場 申込み 受診期間 受診可能検診

個別

市内の協力医療機関
※医療機関により実施している

検診が異なります。
直接医療機関へ 12月25日まで

胃がん検診（内視鏡検査）
肺がん検診
大腸がん検診
子宮頸がん検診

伊東市民病院 
ドック健診センター

電話　37-6308 
平日11時～16時 ７年３月７日まで

胃がん検診（腹部Ｘ線・胃内視鏡）
肺がん検診
大腸がん検診
乳がん検診

集団 検診車 
（市内各所）

検診予約サイト 
又は 

電話　52-3005 
平日８時30分～17時

12月４日まで
胃がん検診（腹部Ｘ線）
肺がん検診
大腸がん検診
前立腺がん検診

７年１月22日まで 乳がん検診
子宮頸がん検診

終了間近
今年のがん検診は
もう受けましたか？

　定期的にがん検診を受けることをおススメ
します。近年、日本人の２人に1人は「が
ん」になり、４人に1人は「がん」で亡く
なっています。
　「がん」は、不調を感じた頃にはかなり進
んでいることがあります。「がん」は早期発
見・早期治療を行えば多くの場合、治る病気
でもあります。まだ受診されていない人は、
ぜひこの機会にご利用ください。

検診名 胃がん 肺がん 大腸がん 乳がん
（女性）

子宮頸がん
（女性）

前立腺がん
（男性）

検査内容 腹部 X 線
（バリウム検査） 胃内視鏡 胸部X線 便潜血

（２日分の便）
マンモグラフィ

検査 細胞診 採血

自己負担額 600円 3,300円 200円 500円 800円 1,000円 500円

20歳代 - - - - - 〇※2 -
30歳代 〇 - - 〇 - 〇※2 -
40歳代 〇 - 〇 〇 〇※2 〇※2 -
50歳代 〇 〇※1 〇 〇 〇※2 〇※2 〇
60歳代 〇 〇※1 〇 〇 〇※2 〇※2 〇

70歳以上 〇 〇※1 〇 〇 〇※2 〇※2 〇
受診方法 個別・集団 個別 個別・集団 個別・集団 個別・集団 個別・集団 集団

対
象
の
年
代

検診車の予約サイトは
こちらから

市ホームページは
こちらから
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子 

育 

て

母
子
保
健
事
業

　
対
象
者
や
受
付
時
間
を
個
別
に

設
定
し
て
い
ま
す
。
受
付
時
間
、

持
ち
物
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
通

知
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認

の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
支
援
課

☎
（32）
１
５
８
２

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　
児
童
虐
待
は
、
将
来
に
わ
た
り

子
ど
も
の
心
身
に
深
い
傷
を
与
え
、

時
に
は
尊
い
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど

の
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
と
は
…

殴
る
、
蹴
る
、
叩
く

投
げ
落
と
す

激
し
く
揺
さ
ぶ
る   　
な
ど

性
的
行
為
を
見
せ
る

ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被
写
体

に
す
る　
　
　
　
　
　
な
ど

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視

Ｄ
Ｖ

き
ょ
う
だ
い
間
で
の
差
別な

ど

家
や
車
に
閉
じ
込
め
る

食
事
を
与
え
な
い

不
潔
に
す
る　
　
　
　
な
ど

　
虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に

お
電
話
を
く
だ
さ
い
。

児
童
相
談
所
全
国
共
通
３
桁
ダ
イ

ヤ
ル　
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

㉄
子
育
て
支
援
課

　
☎

(32)
１
５
８
１

お
子
さ
ん
の
就
学
に
必
要
な
母
子

及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
資
金

の
貸
付

貸
付
資
金
の
種
類

・
修
学
資
金
…
通
学
す
る
た
め
に

必
要
な
授
業
料
な
ど
の
費
用
を

継
続
的
に
貸
し
付
け
ま
す
。

・
就
学
支
度
資
金
…
高
校
や
大
学

な
ど
に
入
学
す
る
と
き
に
直
接

必
要
と
な
る
被
服
な
ど
の
購
入

費
用
を
入
学
時
に
１
回
だ
け
貸

し
付
け
ま
す
。

申
込
み　
11
月
１
日
㈮
～
29
日
㈮

に
子
育
て
支
援
課
で
面
接
会
の

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
12
月

中
に
市
役
所
で
面
接
会
を
行
い
、

申
請
書
を
提
出
し
て
申
込
み
に

な
り
ま
す
。

㉄
子
育
て
支
援
課

　
☎

(32)
１
５
８
１

母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
に
よ
る

相
談
事
業

　
母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
に
よ

る
相
談
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ひ
と
り
親
家
庭
の
お
悩
み
・

困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

㉄
子
育
て
支
援
課

　
☎

(32)
１
５
８
１

未
就
園
児
を
対
象
に
し
た
幼
稚
園

施
設
開
放

　
市
立
幼
稚
園
で
は
、
来
年
度
の

入
園
児
を
対
象
に
し
た
施
設
開
放

を
年
４
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
入
園
前
か
ら
園
や
集
団
の
雰
囲

気
を
味
わ
う
良
い
機
会
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

（
次
回
は
７
年
１
月
～
２
月
頃
の

予
定
で
最
終
で
す
。
）

対　
象　
３
年
４
月
２
日
～
４
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
ど
も

申
込
み　
希
望
す
る
園
に
事
前
に

電
話
で
。

内
容
・
時
間　
各
園
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
感
染
症
の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て

は
、
予
告
な
く
中
止
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

㉄
幼
児
教
育
課

　
☎

(32)
１
９
５
２

 

健
　
康

歯
っ
ぴ
ー
噛
む
噛
む
教
室

　
口
は
健
康
の
入
口
で
す
。
歯
が

キ
レ
イ
に
な
る
と
笑
顔
が
増
え
ま

す
。
教
室
で
は
、
講
話
や
口
周
り

の
体
操
、
歯
み
が
き
実
習
（
自
分

の
歯
・
入
れ
歯
）
を
行
い
ま
す
。

対　
象　
市
民

日　
時　
12
月
18
日
㈬　
10
時
～

11
時
30
分

会　
場　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

定　
員　
先
着
15
人

費　
用　
無
料

内　
容　
歯
周
病
予
防
の
話
、歯・

入
れ
歯
の
手
入
れ
方
法
、
口
の

体
操
、
噛
む
と
い
い
こ
と
（
認

知
症
予
防
に
効
果
あ
り
）
の
話

申
込
み　
電
話
で
左
記
へ
。

㉄
健
康
推
進
課

　
☎

(52)
３
０
０
５

健康
    ひろば
健康
    ひろば

11月の健診・教室 日　程

１歳６か月児健康診査 
（５年４月生まれ対象） 20日㈬

２歳児健康教室 
（４年10月生まれ対象） 19日㈫

３歳児健康診査 
（３年10月生まれ対象） 13日㈬

会場：健康福祉センター

ネグレクト 心理的虐待 性的虐待 身体的虐待

11月の幼稚園施設開放日
日程 幼稚園施設 電話番号

６日㈬ 伊東幼稚園 37-2182
７日㈭ 宇佐美幼稚園 48-9064

８日㈮
池幼稚園 54-0296

富士見分園 36-6103
八幡野幼稚園 53-0395

12 日㈫
荻幼稚園 36-6227

吉田幼稚園 45-0430

広報いとう 8



世
界
糖
尿
病
デ
ー

　
２
型
糖
尿
病
の
リ
ス
ク
を
減
ら

せ
！

　
今
年
度
の
健
康
診
査
は
い
か
が

で
し
た
か
？　
高
血
糖
は
心
臓
病

や
腎
臓
病
の
入
り
口
と
も
言
え
ま

す
。
気
が
付
い
た
と
き
か
ら
、
予

防
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

・
体
重
が
多
い
と
糖
尿
病
に
な
り

や
す
い
？

　
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
肥
満
は
糖

尿
病
に
な
り
や
す
い
で
す
が
、
特

に
20
歳
か
ら
の
体
重
増
加
は
、
影

響
が
大
き
い
と
の
報
告
が
あ
り
ま

す
。
食
事
や
運
動
の
改
善
で
２
㎏

程
度
減
量
で
き
る
と
、
糖
尿
病
発

症
抑
制
に
効
果
的
で
す
。

・
座
っ
て
い
る
時
間
が
長
い
と
糖

尿
病
に
な
り
や
す
い
？

　
座
っ
て
い
る
時
間
が
一
時
間
増

加
す
る
ご
と
に
、
座
っ
て
い
な
い

人
と
比
べ
て
２
型
糖
尿
病
の
発
症

リ
ス
ク
が
５
％
上
昇
す
る
と
の
研

究
結
果
が
あ
り
ま
す
。
立
っ
て
い

る
時
間
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。
有

酸
素
運
動
と
筋
ト
レ
を
合
わ
せ
た

運
動
は
、
更
に
予
防
に
効
果
的
で

す
。

【
健
康
チ
ェ
ッ
ク
デ
ー
】

　
あ
な
た
も
血
糖
値
を
測
り
ま
せ

ん
か
？

日　

時　

11
月
23
日
(土
・
祝
)　

10
時
～
15
時

会　
場　
伊
東
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ

ラ
ザ　
デ
ュ
オ

費　
用　
無
料　

申
込
み　
不
要

内　
容　

・
体
組
成
測
定

対　
象　
17
歳
以
上

時　
間　
10
時
～
15
時

・
簡
易
血
糖
測
定

対　
象　
18
歳
以
上　

定　
員　
先
着
30
人　

時　
間　
13
時
～
15
時

　
指
先
か
ら
少
量
の
血
液
を
採
っ

て
測
定
し
ま
す
。
一
人
、
10
分
程

度
で
測
定
で
き
ま
す
。

・
お
く
す
り
相
談

時　
間　
13
時
～
15
時

　
薬
剤
師
と
じ
っ
く
り
相
談
で
き

ま
す
。

【
糖
尿
病
予
防
の
食
べ
方
講
座
】

日　
時　
12
月
13
日
㈮　
10
時
～

13
時

会　
場　
宇
佐
美
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

費　
用　
無
料

内　
容　
栄
養
講
話
・
糖
質
減
の

昼
食
付

申
込
み　
12
月
５
日
㈭
ま
で
に
電

話
で
左
記
へ
。

㉄
健
康
推
進
課

　
☎

(32)
１
６
３
０

新
し
い
年
を
迎
え
る
前
に
、
カ
ラ

ダ
を
整
え
ま
せ
ん
か
？

　

今
年
は
暑
い
日
が
続
い
て
、

「
な
ん
と
な
く
不
調
」
、
「
疲
れ

が
と
れ
な
い
」
と
感
じ
る
人
が
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
年
に
１
度
の
血
液
検
査
で
カ
ラ

ダ
の
チ
ェ
ッ
ク
を
お
ス
ス
メ
し
て

い
ま
す
。

　
血
液
検
査
が
済
ん
で
い
る
人
は
、

ぜ
ひ
そ
の
結
果
を
活
用
し
ま
し
ょ

う
！

●
お
手
元
に
血
液
検
査
結
果
を
お

持
ち
の
人

　
結
果
は
い
か
が
で
し
た
か
？

　
ま
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

健
康
保
険
証
を
登
録
し
て
い
る
人

は
、
特
定
健
診
を
受
け
る
こ
と
で

ご
自
身
の
健
診
結
果
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
で
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※
市
国
保
加
入
の
40
歳
～
74
歳
の

人
が
、
今
年
度
の
結
果
を
反
映

さ
せ
る
に
は
、
「
特
定
健
診
を

受
け
る
」
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
だ
反
映
さ
せ
る
情
報
が
な
い

人
に
は
、
11
月
上
旬
に
緑
の
封

筒
を
郵
送
し
ま
す
。
内
容
を
ご

確
認
い
た
だ
き
、
健
康
推
進
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
今
年
は
一
度
も
血
液
検
査
を
し

て
い
な
い
人

　
定
期
的
な
受
診
を
し
て
い
な
い

人
や
、
職
場
な
ど
で
健
診
を
受
け

て
い
な
い
人
、
今
年
の
健
診
を
受

け
そ
び
れ
て
し
ま
っ
た
人
は
、
左

記
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

【
市
国
保
加
入
で
40
歳
～
74
歳
の

人
】

　
11
月
上
旬
に
、
緑
色
の
封
筒
を

郵
送
し
ま
す
。
内
容
を
ご
確
認
い

た
だ
き
、
健
康
推
進
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
市
国
保
加
入
以
外
の
40
歳
～
74

歳
の
人
】

　
ご
自
身
で
加
入
し
て
い
る
協
会

け
ん
ぽ
な
ど
の
保
険
者
に
よ
る
特

定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

【
39
歳
以
下
で
職
場
な
ど
の
健
診

が
な
い
人
】

　
市
の
「
39
歳
以
下
健
診
」
は
12

月
25
日
㈬
ま
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
12
月
20
日
㈮
ま
で
に
電

話
で
健
康
推
進
課
☎

(32)
１
６
３
０

へ
。

～
あ
な
た
の
健
康
づ
く
り
を
応
援

し
ま
す
！
～

　
健
康
診
断
の
結
果
な
ど
が
心
配
、

気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
人
は
、
ど

な
た
で
も
個
別
相
談
が
で
き
ま
す
。

申
込
み
は
電
話
で
健
康
推
進
課
☎

(52)
３
０
５
１
へ
。

●
転
入
な
ど
で
新
た
に
市
国
保
に

加
入
し
た
人
に
は
追
加
期
間
専

用
の
受
診
券
を
郵
送
し
ま
す
。

対　
象　
６
年
４
月
２
日
～
９
月

30
日
に
市
国
保
に
新
た
に
加
入

し
た
40
歳
～
74
歳
の
人

受
診
券　
対
象
者
へ
11
月
中
旬
ま

で
に
郵
送
し
ま
す
。

健
診
追
加
期
間　
11
月
15
日
㈮
～

12
月
25
日
㈬

受
診
方
法　
受
診
券
と
被
保
険
者

証
を
持
っ
て
、
伊
東
市
医
師
会

協
力
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

㉄
健
康
推
進
課

　
☎

(52)
３
０
５
１

マイナポータルは
こちらから

マチを好きになるアプリ

あなたのスマホに

「広報いとう」を！

上記二次元コードでアプリをインストールし、
「お住まいの地域」で「伊東市」を登録！

9 2024.11
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市役所開庁時間：8時30分～17時15分
※土日・祝日は閉庁

広 告 欄

i
11
月
は
静
岡
県
子
ど
も・

若
者
育
成
支
援
強
調
月
間

　
子
ど
も
・
若
者
の
健
全
な
育
成

に
は
、
「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域

の
大
人
が
育
て
る
」
と
い
う
意
識

を
持
ち
、
子
ど
も
・
若
者
が
社
会

の
一
員
と
し
て
自
立
し
、
主
体
的

に
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

県
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
支
援

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
県
で
は
、
11
月
を
「
子
ど
も
・

若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
」
と
し

て
、
子
ど
も
・
若
者
の
健
や
か
な

育
成
に
向
け
た
取
組
を
一
層
推
進

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
皆
さ
ん
自

身
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
行
動

す
る
き
っ
か
け
と
し
ま
し
ょ
う
。

㉄
生
涯
学
習
課

　
☎

(32)
１
９
６
２

i
11
月
９
日
㈯
～
15
日
㈮
は

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

守
り
た
い　
未
来
が
あ
る
か
ら　
　

火
の
用
心

　
日
頃
か
ら
「
火
の
用
心
」
を
心

掛
け
、
火
災
の
な
い
、
安
全
で
、

安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火
・
い
の
ち
を
守
る　
10

の
ポ
イ
ン
ト

「
４
つ
の
習
慣
・
６
つ
の
対
策
」

４
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い
。

・
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い
。

・
コ
ン
ロ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ

ば
を
離
れ
な
い
。

・
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃

し
、
不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

６
つ
の
対
策

・
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、

ス
ト
ー
ブ
や
コ
ン
ロ
な
ど
は
安

全
装
置
の
付
い
た
機
器
を
使
用

す
る
。

・
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的

に
点
検
し
、
10
年
を
目
安
に
交

換
す
る
。

・
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、

部
屋
を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、

衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
は
、
防
炎

品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
消
火
器
な
ど
を
設
置
し
、

使
い
方
を
確
認
し
て
お
く
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
は
、
避
難
経
路
と
避
難
方
法

を
常
に
確
保
し
、
備
え
て
お
く
。

・
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸

別
訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ

る
み
の
防
火
対
策
を
行
う
。

㉄
伊
東
消
防
署

　
☎

(38)
０
１
１
９

i
11
月
は
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

推
進
月
間

　
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、
燃
料
消

費
量
や
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
減
ら
し
、

地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
な
げ
る

「
運
転
技
術
」
や
「
心
掛
け
」
で

す
。
ま
た
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
交

通
事
故
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◇
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
10
の
す
す
め

①
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル
「
ｅ
ス

タ
ー
ト
」

②
車
間
距
離
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
、

加
速
・
減
速
の
少
な
い
運
転

③
減
速
時
は
早
め
に
ア
ク
セ
ル
を

離
そ
う

④
エ
ア
コ
ン
の
使
用
は
適
切
に

⑤
ム
ダ
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
や
め

よ
う

⑥
渋
滞
を
避
け
、
余
裕
を
持
っ
て

出
発
し
よ
う

⑦
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
か
ら
始
め
る

点
検
・
整
備

⑧
不
要
な
荷
物
は
降
ろ
そ
う

⑨
走
行
の
妨
げ
と
な
る
駐
車
は
や

め
よ
う

⑩
自
分
の
燃
費
を
把
握
し
よ
う

㉄
環
境
課

　
☎

(32)
１
３
７
４
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広 告 欄

「広報いとう」の発行経費に充てるため、広告を掲載しています。広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属し、市が推奨・保証などするものではありません。

i
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

険
料
）控
除
証
明
書
の
発
行

　
６
年
１
月
１
日
～
９
月
30
日
の

間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た

人
に
対
し
て
、
11
月
上
旬
ま
で
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
（
10
月

１
日
～
12
月
31
日
に
初
め
て
納
付

し
た
人
に
は
、
来
年
の
２
月
上
旬

に
送
付
）
。
社
会
保
険
料
控
除
を

受
け
る
た
め
に
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま

で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
家
族
の
保
険
料
を
納
付
し

た
場
合
は
、
家
族
宛
て
に
送
ら
れ

た
証
明
書
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ま
で
書
面
で
交
付
し
て
い

た
控
除
証
明
書
を
、
電
子
デ
ー
タ

と
し
て
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
受
け

取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
詳

し
く
は
日
本
年

金
機
構
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

㉄
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

三
島
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５（
９
７
３
）１
１
６
６

保
険
年
金
課

☎
(32)
１
６
２
５

i
伊
東
市
勤
労
者
教
育
資
金

貸
付
制
度

　
市
内
在
住
の
勤
労
者
又
は
そ
の

家
族
が
、
大
学
・
高
校
・
専
門
学

校
な
ど
に
進
学
す
る
た
め
に
要
す

る
費
用
と
し
て
利
用
で
き
る
融
資

制
度
で
す
。

対　
象　
市
内
に
１
年
以
上
居
住

し
、
市
税
な
ど
を
完
納
し
て
い

て
、
前
年
の
年
収
が
１
千
万
円

以
下
の
人

融
資
金
額　

学
生
１
人
当
た
り

３
０
０
万
円
ま
で

返
済
期
間　
10
年
以
内
（
最
長
６

年
６
か
月
間
の
元
金
据
置
返
済

可
能
）

受
付
総
枠　
６
０
０
０
万
円
（
総

枠
に
達
し
た
時
点
で
受
付
終
了

と
な
り
ま
す
。
）

受
付
期
間　
７
年
３
月
31
日
ま
で

（
期
間
内
に
融
資
で
き
る
人
）

※
諸
条
件
に
よ
り
ご
希
望
に
添
え

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
い
説
明
書
や
試
算
表
は
、

静
岡
県
労
働
金
庫
伊
東
支
店
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

㉄
静
岡
県
労
働
金
庫
伊
東
支
店

　
☎

(37)
６
１
３
５

　
産
業
課

　
☎

(32)
１
７
３
４

i
ス
マ
ホ
教
室
の
開
催

　
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
使
用
に
対
す

る
不
安
解
消
を
目
的
に
、
総
務
省

の
「
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
推
進
事

業
」
を
活
用
し
た
ス
マ
ホ
教
室
が
、

携
帯
シ
ョ
ッ
プ
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
総
務
省
指
定
の
研
修
を
受
け
た

講
師
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
行

政
手
続
や
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　
時　
総
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。
毎
月
末

に
翌
月
分
と
翌
々
月
分
が
更
新

さ
れ
ま
す
。

会　
場

▼
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
伊
東
店

　
☎
０
１
２
０
(４
０
８
)８
６
６

▼
ａ
ｕ
シ
ョ
ッ
プ
伊
東

　
☎
０
８
０
０
(７
０
０
)０
３
７
８

▼
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
伊
東
川
奈

　
☎
(44)
４
１
０
０

費　
用　
無
料

申
込
み　
各
会
場
へ
の
電
話
、
店

頭
又
は
Ｗ
ｅ
ｂ
で
。

㉄
デ
ジ
タ
ル
政
策
課

　
☎

(32)
１
１
９
１

募
家
庭
教
育
支
援
事
業

「
お
や
こ
で
ク
ッ
キ
ン
グ
」

　
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。親
子・

家
族
で
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対　
象　
中
学
生
以
下
の
お
子
さ

ん
が
い
る
親
子
・
家
族

日　
時　
12
月
１
日
㈰　
10
時
30

分
～
13
時
（
10
時
10
分
受
付
開

始
）

会　
場　
奏
の
森
リ
ゾ
ー
ト
（
十

足
３
２
５-

１
）

参
加
費　
１
人
１
０
０
円　

※
当
日
受
付
で
徴
収
し
ま
す
。

定　
員　
30
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

内　
容　
ま
き
ま
き
パ
ン
作
り
、　

ス
ー
プ
作
り

申
込
み　
11
月
15
日
㈮
ま
で
に
、

左
記
入
力
フ
ォ
ー
ム
か
ら
必
要

事
項
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

㉄
生
涯
学
習
課　

　
☎

(32)
１
９
６
１

日本年金機構の
ホームページは

こちらから

市ホームページ
にもリンクが
あります。

入力フォームは
こちらから

総務省
ホームページ

11 2024.11
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募
「
わ
ん
わ
ん
教
室
」参
加
者

募
集

対　
象　
ど
な
た
で
も
犬
と
一
緒

に
参
加
で
き
ま
す
。

【
第
49
回
】

日　
時　
11
月
12
日
㈫　
14
時
～

15
時
30
分

※
雨
天
の
場
合
は
11
月
19
日
㈫

会　
場　
か
ど
の
球
場
多
目
的
広

場
【
第
50
回
】

日　
時　
11
月
16
日
㈯　
10
時
～

11
時
30
分

※
雨
天
の
場
合
は
11
月
23
日（
土・

祝
）

会　
場　
市
役
所
来
庁
者
用
駐
車

場
【
共
通
事
項
】

定　

員　

各
回
先
着
25
組
（
50

人
）

内　
容　
犬
の
飼
い
方
と
し
つ
け

方
申
込
み　
11
月
11
日
㈪
ま
で
に
環

境
課
窓
口
、
左
記
の
電
話
又
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
、
希
望
の
回
と
参

加
者
全
員
の
名
前
、
犬
の
名
前
、

住
所
、
電
話
番
号
を
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

㉄
環
境
課

　
☎

(32)
１
３
７
４

　

kankyou@
city.ito.shiz

uoka.jp

募
伊
東
市
史
講
座
参
加
者
募
集

小
室
村
の
歴
史
入
門
講
座

―
荻
・
十
足
・
吉
田
・
川
奈
地
区

の
あ
ゆ
み
―

　
郷
土
史
入
門
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
大
火
と
戦
争
を
生
き
ぬ
い
た
小

室
村
】

日
に
ち　
11
月
16
日
㈯

講　
師　
加
藤
好
一
氏
（
元
琉
球

大
学
教
授
）

【
江
戸
時
代
の
荻
・
十
足
・
吉

田
・
川
奈
村
と
産
業
】

日
に
ち　
11
月
23
日
（
土
・
祝
） 

講　
師　
石
渡
美
智
代
氏
・
篠
原

憲
氏
（
市
文
化
財
審
議
委
員
）

【
大
室
山
と
小
室
山
が
造
っ
た
大

地
】

日
に
ち　
11
月
30
日
㈯

講　
師　
小
山
真
人
氏
（
静
岡
大

学
名
誉
教
授
）

【
共
通
事
項
】

時　
間　
13
時
30
分
～
16
時

会　
場　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
荻

会
館

参
加
費　
無
料

定　
員　
先
着
60
人

申
込
み　
不
要
。
直
接
会
場
へ
。

㉄
市
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー

　
☎

(36)
２
１
８
２

i
税
の
作
品
展

　
11
月
11
日
㈪
～
17
日
㈰
は
「
税

を
考
え
る
週
間
」
で
す
。

　
市
内
の
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん

の
税
に
関
す
る
作
品
の
展
示
（
入

賞
作
品
の
一
部
）
を
行
い
ま
す
。

期　
間　
11
月
17
日
㈰
～
25
日
㈪

会　
場　
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
伊
東

広
野
店

内　
容　
税
の
標
語
、
作
文
・
習

字
・
ポ
ス
タ
ー
作
品
展
示

㉄
熱
海
税
務
署

　
☎

(81)
３
４
３
８

i
無
料
税
務
相
談

　
東
海
税
理
士
会
熱
海
支
部
で
は
、

11
月
の
「
税
を
考
え
る
週
間
」
協

賛
事
業
と
し
て
、
無
料
税
務
相
談

を
行
い
ま
す
。
税
金
に
つ
い
て
お

悩
み
の
人
な
ど
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

日　
時　
11
月
15
日
㈮　
14
時
～

16
時

会　
場　
市
役
所
５
階
中
会
議
室

相
談
員　
東
海
税
理
士
会
熱
海
支

部
会
員

㉄
東
海
税
理
士
会
熱
海
支
部

　
☎

(32)
３
６
５
５

i
精
神
障
害
者
家
族
の
た
め

の
こ
こ
ろ
の
懇
談
会

対　
象　
伊
東
市
・
熱
海
市
に
在

住
、
在
勤
、
通
学
し
て
い
る
、

こ
こ
ろ
の
病
を
持
つ
人
の
家
族
、

当
事
者
、
支
援
者

日　
時　
11
月
21
日
㈭　
14
時
～

16
時

会　
場　
県
熱
海
総
合
庁
舎

定　
員　
先
着
15
人

申
込
み　
11
月
15
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
で
左
記
へ
。

㉄
熱
海
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　
☎

(82)
９
１
２
１

i
第
15
回
菓
子
祭
り

メ
イ
ド
Ｉ
Ｎ
伊
東

　
伊
東
菓
子
組
合
が
「
お
客
様
へ

の
日
頃
の
感
謝
を
込
め
て
」
お
菓

子
の
販
売
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

日　
時　
11
月
24
日
㈰　
10
時
～

14
時

会　

場　

市
役
所
１
階
市
民
ロ

ビ
ー

㉄
産
業
課

　
☎

(32)
１
７
３
４

あなたに代わって片付けます

遺品整理 終活教室

0120-35-9930

お電話の際に 「広報いとう広告を見た」と ひとこと︕
優待します。 お見積訪問は 無料︕ お気軽に。

本社：伊東市岡 倉庫および事務所：伊東市荻 Ⓡ

特殊清掃 整理収納
ゴミ屋敷

不用品回収

株式会社かんどうサービス

会社ホームページ

スマホカメラ で読み取り

当社は
リユース・リサイクル・
寄付を 通じ、
資源の有効活用を
推進しています

広報いとう 12
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募
第
13
回
全
日
本
ま
く
ら

投
げ
大
会
in
伊
東
温
泉

　
誰
も
が
修
学
旅
行
で
経
験
し
た

こ
と
の
あ
る
「
ま
く
ら
投
げ
」
を

競
技
化
し
た
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ

ふ
れ
る
本
市
発
祥
の
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

　
な
お
、
参
加
申
込
多
数
の
場
合
、

抽
選
と
な
り
ま
す
。

日　

程　

２
月
22
日
㈯
・
23
日

（
日
・
祝
）

会　
場　
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー

申
込
み　
11
月
1
日
㈮
～
30
日
㈯

に
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一
般
の
部
・
子
ど
も
の
部
の
２

部
門
で
す
。
詳
細
は
市
公
式
観

光
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
伊
豆
・
伊

東
観
光
ガ
イ
ド
）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

㉄
伊
東
市
観
光
案
内
所

　
☎

(37)
６
１
０
５

募
自
衛
官
を
目
指
そ
う
！

　
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
幅
広
い
教
養
と
豊
か
な
人
間
性

を
養
い
、
高
度
な
専
門
知
識
と
逞

し
さ
を
持
つ
人
材
を
育
成
す
る
３

年
間
の
コ
ー
ス
で
す
。

※
生
徒
手
当
と
し
て
月
額
11
万
７

　
９
０
０
円
、
期
末
手
当
を
年
２

回
支
給
し
ま
す
。

応
募
資
格　
15
歳
以
上
17
歳
未
満

の
中
学
校
を
卒
業
又
は
卒
業
見

込
み
の
男
子

受
付
締
切

・
推
薦　
11
月
29
日
㈮

・
一
般　
７
年
１
月
16
日
㈭

試
験
日

・
推
薦　

１
月
11
日
㈯
～
13
日

（
月
・
祝
）
の
い
ず
れ
か
１
日

・
一
般　
７
年
１
月
25
日
㈯
又
は

26
日
㈰ 

※
自
衛
官
補
も
常
時
募
集
中
で
す
。

㉄
自
衛
隊
伊
東
地
域
事
務
所

　
☎

(37)
９
６
３
２

i
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の
受

託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
６
年
度
は
、
馬
場
町
１
丁
目
町

内
会
が
宝
く
じ
の
助
成
金
を
活
用

し
、
祭
典
備
品
整
備
事
業
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
本
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
太
鼓

な
ど
の
祭
典
用
備
品
を
整
備
し
、

秋
の
祭
典
が
大
い
に
盛
り
上
が
る

こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

一
層
の
推
進
を
期
待
し
ま
す
。

㉄
生
涯
学
習
課

　
☎

(32)
１
９
６
３

募
東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
７
年
11
月
、
日
本
初
開
催
と
な

る
耳
の
き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に

く
い
ア
ス
リ
ー
ト
の
国
際
総
合
ス

ポ
ー
ツ
大
会
「
東
京
２
０
２
５
デ

フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
県
で
は
、
自
転
車
競
技

（
ロ
ー
ド
・
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ

ク
）
が
日
本
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
（
伊
豆
市
）
で
行
わ
れ

ま
す
。
自
転
車
競
技
を
含
め
た
大

会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
募
集
さ
れ
ま

す
の
で
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

対　
象　
次
の
全
て
を
満
た
す
人

・
７
年
４
月
１
日
時
点
で
満
18
歳

以
上
の
人

・
活
動
期
間
中
に
お
い
て
、
日
本

国
籍
又
は
日
本
に
滞
在
す
る
資

格
を
有
す
る
人

・
各
種
研
修
へ
の
参
加
が
可
能
な

人
募
集
期
間　
11
月
15
日
㈮
～
７
年

１
月
31
日
㈮

募
集
人
数　
約
３
０
０
０
人
（
大

会
全
体
）

活
動
期
間　
７
年
11
月
10
日
㈪
～

28
日
㈮
の
内
、
原
則
３
日
以
上

申
込
み　
左
記
の
東
京
都
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
に
関
す
る
こ

と㉄
東
京
都
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局

　

S1120906@
section.

m
etro.tokyo.jp

そ
れ
以
外
に
関
す
る
こ
と

㉄
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
☎
０
５
４
(２
２
１
)３
２
８
４

市公式観光
ホームページは

こちらから

東京都
ホームページは

こちらから

13 2024.11
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i
無
料
労
働
相
談・年
金
相
談

　
社
会
保
険
労
務
士
の
日
（
12
月

２
日
）
に
ち
な
み
、
無
料
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

日　
時　
12
月
７
日
㈯　
10
時
～

15
時

会　
場　
伊
東
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ

ラ
ザ　
デ
ュ
オ　
１
階

㉄
静
岡
県
社
会
保
険
労
務
士
会
三

島
支
部

　
☎
０
９
０(

８
８
６
９)

１
６
０
０

i
静
岡
県
最
低
賃
金
改
正

　
県
内
の
事
業
場
で
働
く
（
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
含
む
。
）

全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
、

「
静
岡
県
最
低
賃
金
」
が
改
正
さ

れ
、
10
月
１
日
か
ら
時
間
額
１
０

３
４
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
特
定
の
産
業
に
は
特
定

（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

㉄
静
岡
労
働
局
賃
金
室

　
☎
０
５
４(

２
５
４)

６
３
１
５

i
個
人
事
業
税（
第
２
期
）の

納
期
限
は
12
月
２
日
㈪

　
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

詳
細
は
、
送
付
さ
れ
る
納
付
書
又

は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

㉄
熱
海
財
務
事
務
所

　
☎

(82)
９
０
８
６

i
上
級
救
命
講
習
の
お
知
ら
せ

　
心
肺
蘇
生
や
自
動
体
外
式
除
細

動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
使
い
方
な
ど
、

応
急
手
当
て
を
習
得
す
る
た
め
の

救
命
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

対　
象　
駿
東
伊
豆
消
防
本
部
管

内
に
居
住
・
在
学
す
る
中
学
生

以
上
又
は
市
内
事
業
所
な
ど
に

勤
務
す
る
人

日　
時　
12
月
８
日
㈰　
９
時
～

17
時

会　
場　
伊
東
消
防
署

定　
員　
先
着
20
人

費　
用　
無
料

申
込
み　
11
月
８
日
㈮
～
12
月
５

日
㈭
に
、
電
話
で
左
記
へ
。

㉄
伊
東
消
防
署

　
☎

(38)
０
１
１
９ 

i
第
三
十
回
あ
さ
ら
く
ご

　
第
30
回
を
記
念
し
て
漫
才
師
が

出
演　

日　
時　
12
月
10
日
㈫　
11
時
開

演
会　
場　
観
光
会
館

入
場
料　
１
１
０
０
円
（
当
日
券

の
み
、
全
席
自
由
、
１
階
席
の

み
）

出　
演　
ホ
ン
キ
ー
ト
ン
ク
（
漫

才
）、三
遊
亭
ご
は
ん
つ
ぶ
（
三

遊
亭
天
ど
ん
の
弟
子
）、
林
家

十
八
（
林
家
き
く
麿
の
弟
子
）

㉄
振
興
公
社

　
☎

(37)
７
１
３
５

納付相談会
①市税・国保税のことは…
　収納課　　　☎32-1291
②後期高齢者医療保険料のこと　
　は…
　保険年金課　☎32-1624
休日：①②11月16日(土)
　　　①②８時30分～正午
夜間：①11月14日(木)
　　　①17時30分～19時

人口と世帯数
9/30現在　（　）前月比
人　口　64,672人（－54）
　男　　30,670人（－21）
　女　　34,002人（－33）
世帯数　35,764世帯（＋3）

市水道の平日・休日の修理
水道のトラブルは
市水道センター(☎36－2010)へ

（受付時間：８時 30 分～ 22 時）
水道本管、一般家庭の水道メー
ターまでの漏水調査と修理手配
を行います。
※なお、水道メーター以降 ( 宅

内側 ) の修理及び排水などの
トラブルは、直接、水道工事
店へ。

11月29日㈮
10時～11時45分
13時～15時30分
市役所１階　市民ロビー

献血へお越しの際は身分証明書
をお持ちください。
㉄社会福祉協議会　☎36-5512

今月の
　献血

✿＋50坪ごとに

・・・＋5,５00円（税込）

✿処分代

・・・5,５00円～ （税込）

✿100坪以内
・・・2７,５00円（税込）

8時 ～ 19時（日曜定休）

作業場所の状況により、別途作業料が発生する場合があります。

⌂ 伊東市池640-28

詳しくは、HPへ！

★適格請求書発行事業者
★賠償責任保険 完備

おてつだいや さくちゃん

贈り物の専門店

・中元・歳暮・結婚・出産
・快気・入進学内祝・成人

・御礼 etc…
カタログギフト多数取り揃えております

カタログ無料でお届けします。お気軽にお電話ください。
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税
金
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
た
め
の
財
源
で
あ
り
、
納
税
は

国
民
の
義
務
と
憲
法
で
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
納
期
限
を
守
っ
て
納

税
し
て
い
る
大
多
数
の
皆
さ
ん
と

の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
11
月
か

ら
12
月
ま
で
を
「
滞
納
整
理
強
化

月
間
」
と
し
、
県
及
び
県
内
の
各

市
町
と
も
連
携
し
て
、
市
税
徴
収

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

税
金
は
他
の
債
権
よ
り
優
先
し

て
徴
収

　
法
律
の
定
め
に
よ
り
、
原
則
と

し
て
税
金
は
他
の
債
権
よ
り
優
先

し
て
徴
収
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。
「
生
命
保
険
料
の
支
払
い

が
あ
る
か
ら
」
、
「
ロ
ー
ン
の
返

済
が
あ
る
か
ら
」
な
ど
は
、
納
税

が
で
き
な
い
理
由
と
し
て
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
自
己
破
産
を

申
し
立
て
免
責
許
可
を
受
け
た
場

合
も
、
税
債
権
は
免
責
に
な
り
ま

せ
ん
。

災
害
な
ど
に
よ
り
納
期
限
内
の

納
税
が
困
難
な
場
合

　
災
害
・
病
気
・
失
業
・
倒
産
な

ど
の
特
別
な
事
情
に
よ
り
、
納
期

限
ま
で
に
納
税
す
る
こ
と
が
困
難

に
な
っ
た
場
合
は
、
納
税
猶
予
の

対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
収
納
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

納
付
や
相
談
が
な
い
ま
ま

放
置
し
た
場
合

　
未
納
の
ま
ま
納
期
限
を
過
ぎ
る

と
滞
納
と
な
り
、
地
方
税
法
に
お

い
て
準
用
す
る
国
税
徴
収
法
第

四
十
七
条
に
お
い
て
、
督
促
状
を

発
送
し
て
10
日
を
経
過
し
て
も
納

税
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
差
押
処

分
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
税
徴
収
法

の
規
定
に
基
づ
き
、
滞
納
者
の
預

貯
金
口
座
、
生
命
保
険
の
契
約
内

容
、
勤
務
先
の
給
料
、
自
営
業
の

人
は
取
引
先
な
ど
の
財
産
調
査
を

し
た
上
で
、
滞
納
処
分
と
し
て
差

押
処
分
を
行
い
ま
す
。

　
滞
納
処
分
の
流
れ
は
、
下
記
の

と
お
り
で
す
。

㉄
収
納
課　

　
☎

(32)
１
２
９
１
～
１
２
９
３

認知症講演会を放映します
　認知症になっても暮らしやすい地域づくりを目指して、
毎年アルツハイマー月間（認知症月間）である９月に認
知症講演会を開催しています。
　今年は、認知症の人が見ている世界や背景を分かりや
すく描いた「認知症世界の歩き方」の著者である筧裕介
氏をお迎えして、当事者の思いや体験、知恵を中心に
「認知症とともによりよく生きる　いまと未来」につい
て講演会を開催しました。今年度開催した講演会を、Ｃ
ＶＡで放送しますので、ぜひご覧ください。90分の内
容を、前半と後半に分けて放送します。
ＣＶＡ放送日
・前半　11月７日㈭　11時～正午、19時～20時
　　　　11月14日㈭　15時～16時、21時～22時
・後半　11月８日㈮　11時～正午、19時～20時
　　　　11月15日㈮　15時～16時、21時～22時　
㉄高齢者福祉課　☎32-1561

ふじのくに出会い
サポートセンター
出張相談会

　県と市町が運営する結婚支援拠点「ふじのくに出会い
サポートセンター」は、会員募集のための出張登録・相
談会を実施します。
対　象　登録を希望される人の面談はもちろん、会員登

録に迷っている人や保護者からの結婚相談にも対応し
ます。

日　時　11月11日㈪　10時～17時
会　場　市役所地下会議室 
申込み　11月５日㈫までに、ふじの

くに出会いサポートセンターのホー
ムページから予約をしてください。

㉄ふじのくに出会いサポートセンター
　☎054-252-3080
　(月～水曜日　正午～20時　土日・祝日 10時～18時)

（約 1 か月間）

滞納処分 滞納
　
差
し
押
さ
え
た
財
産

（
※
）を
金
銭
に
換
え
、

未
納
税
に
充
て
ま
す
。

※
財
産

・
金
融
機
関
の
預
貯
金

・
生
命
保
険
契
約
（
解

約
返
戻
金
な
ど
）

・
給
与

・
年
金

・
売
掛
金

・
不
動
産

・
自
動
車

・
高
級
家
財
や
家
電な

ど

督
促
状
の
発
送

か
ら
10
日
経
過

約
20
日
後

滞
納
処
分
の
流
れ

納
税
通
知

納
期
限

督
促
状

差
押
・
取
立

（
換
価
）

11
月
か
ら
12
月
は
県
下
一
斉
滞
納
整
理
強
化
月
間

～
税
金
は
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
～

ふじのくに出会い
サポートセンターの

ホームページは
こちらから
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みんなの暦
令和６年（2024年）11月（霜月） ■観光イベントなどの情報は…

　伊東観光協会　☎37-6105

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

芸術祭上演部門
( ～ 3)

伊東駅前朝市
（毎週土・日曜日）
秋の森の露天市

（～3）

文化の日
国際交流フェスタ

振替休日 伊豆高原わんわん
マルシェ森のフェ
スティバル（～10）

尻つみ祭り

勤労感謝の日

I TO MARCHE 広報いとう12月号
配布予定日

赤口

先勝

友引

先負

先勝

友引

先負

仏滅

友引

先負

仏滅

大安

先負

仏滅

大安

赤口

仏滅
立冬

大安

赤口

先勝

仏滅

大安

赤口

先勝
小雪

友引

大安

赤口

先勝

友引

先負

3

10

17

24

4

11

18

25

5

12

19

26

1

8

15

22

29

6

13

20

27

2

9

16

23

30

7

14

21

28

今月の納税　納期限は12月2日㈪

問 収納課　☎ 32-1291

□国民健康保険税５期

伊東温泉競輪開催日
11月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

本場
昼間 ＦⅠ ●

ナイター
ミッド ＦⅡミッド

場外
昼間

防府記念 弥彦ＦⅠ 平塚ＦⅠ 施設整備ＧⅢ 
【松阪】 大宮ＦⅠ 玉野ＦⅠ 大垣

記念

名古屋ＦⅠ 武雄ＦⅠ 立川ＦⅡ 取手ＦⅠ 別府ＦⅠ 静岡ＦⅠ

和歌山ＦⅠ 松戸ＦⅡ 
モーニング７

高知
ＦⅠ

ナイター 平塚ＦⅠ 四日市記念 岐阜ＦⅠ 奈良ＦⅠ 競輪祭ナイターＧⅠ 
女子王座戦【小倉】 奈良ＦⅠ

休
日
（
日
曜
・
祝
日
）
当
番
医

日・曜日 内　科 外　科 小児科
３(日) やまもプラザファミリークリニック☎53-0707

大川胃腸科外科
☎36-9559

やまもプラザファミリークリニック
☎53-0707

4(月) はぁとふる内科・泌尿器科　伊豆高原☎53-5000
木村整形外科クリニック
☎32-0600

はぁとふる内科・泌尿器科　伊豆高原
☎53-5000

10(日) 伊東ヘルスサポートクリニック☎55-7622
城ケ崎やまだクリニック
☎53-1201

伊東ヘルスサポートクリニック
☎55-7622

17(日) 高野医院☎38-2111
なかた整形外科クリニック
☎44-5252

高野医院
☎38-2111

23(土) 横山医院☎35-0431
許田医院
☎37-5071

むらかみ小児科クリニック
☎52-4710

２4(日) 山本医院☎47-5566
たちばなメディカルクリニック広野院
☎35-9924

山本医院
☎47-5566

■当番医の予定は変更となる場合がありますので、最新の情報はナビダイヤル ☎0570-064-307か市ホームページでご確認ください。
■次のときは、来院前に電話で受診が可能かご確認ください。
　・内科当番医で小児科を受診するとき。年齢によっては受診できないことがあります。その場合は伊東市民病院に電話(37-2626)でご相

談ください。
　・発熱などで当番医を受診するとき。
■日曜祝日当番医及び夜間救急医療センターは伊東市医師会の協力により運営しています。

■夜間（午後７時〜午後11時）は
■深夜（午後11時〜午前８時）は
■休日（午前９時〜午後５時）は

夜間救急医療センターへ　☎37-2510
伊東市民病院へ　☎37-2626
各当番医へ　＊緊急の場合は　☎119へ

急病になったら…

問伊東温泉競輪場　☎37-4260

※昼場の場外開催終了後、場外記念ナイターは西口のみの販売、場外ＦⅠナイターは販売を終了します。※●…ＦⅡ・モーニング７
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相談案内
■会場…市役所２階市民課市民生活係　■☎ 52-3002（予約）
※都合により変更・中止となる場合がありますのでお問い合わせください。

相談日が祝日・休日の場合はお休みです。

相談内容・日時 会場 問い合わせ
●教育相談

月〜金曜日　9時〜16時30分 教育支援センター 教育相談室　☎37-7476
●家庭児童相談　＊要電話予約

月～金曜日　9時30分～16時 健康福祉センター
家庭児童相談室　☎37-9667(9時30分～16時)
子育て支援課　☎32-1581

●メンタル相談　＊要電話予約
	21日(木)	 13時30分～14時30分・14時45分～15時45分 市役所４階健康推進課 健康推進課　☎32-1583
●出張年金相談　＊要電話予約（保険年金課　☎32-1625）

	13日(水)	 10時～14時30分／杉村労務管理事務所 市役所５階小会議室 その他、厚生年金等の請求やご不明な点は、
ねんきんダイヤルへ　☎0570-05-1165	26日(火)	 10時～14時30分／三島年金事務所 市役所８階大会議室

●女性相談
月～金曜日　 9時～16時 市役所１階社会福祉課 社会福祉課　☎32-1537
●あんしん法律相談　＊要電話予約

第２、第４火曜日　13時30分～16時30分 健康福祉センター 社会福祉協議会　☎36-5512
●心配ごと相談

毎週水曜日　13時30分～16時 健康福祉センター 社会福祉協議会　☎36-5512
●補聴器の相談

	１日(金)	 14時～15時30分 観光会館第４会議室
社会福祉課　☎32-1533＊今月はありません。 玖須美温泉会館

＊今月はありません。 八幡野コミュニティセンター
●身体障がい福祉相談会

	５日(火)	 13時30分～15時30分 市役所１階社会福祉課 なかいずリハ　☎0558-83-2195
●知的障がい福祉相談会　＊要電話予約

第 1、第３火曜日（祝日を除く。）　9時 30分～ 11時 30分 市役所１階社会福祉課 いぶき　☎52-3213
●精神障がい福祉相談会　＊要電話予約

	27日(水)	 10時～16時 市役所５階小会議室 サポートセンターりりぶ　☎82-5680
●生活困窮の相談　住まいや仕事、家計のことなど、生活の困りごとについてご相談ください。

月～金曜日　8時30分～17時15分 市役所１階社会福祉課 くらし相談センター「こころ」　☎36-1190
●消費生活相談　土日休日（年末年始を除く。）は10時〜16時の間、消費者ホットライン（188）で相談を受け付けています。

月～金曜日　9時～正午、13時〜16時 市役所低層棟２階
消費生活センター 消費生活センター　☎52-3362

●いとう市民活動支援センター相談会　web会議システムによる相談対応も可能です。　＊要申込
	20日(水)	 9時30分～12時30分 市役所３階小会議室 企画課　☎32-1062

■交通事故相談
	19日(火)	 13時～15時30分／萩原繁之 弁護士
　　　　　（11月18日（月）15時までに要電話予約）

■行政相談
	21日(木)	 13時～15時／山下えり子・村上　靖 行政相談委員
■行政手続の相談(会場は市役所１階展望ギャラリー)
	13日(水)	 10時～正午／行政書士会(相続・内容証明・車庫証明・建設業関係)
■土地家屋調査士会の相談
＊今月はありません。
■市民不動産相談（会場は市役所１階展望ギャラリー)
	 28日(木)	 13時～15時／宅建協会東部支部相談員

※税務相談と登記の相談は予約制になりました。

■法律相談
	５日(火)	 8時45分～11時30分／髙橋省吾 弁護士
	12日(火)	 8時45分～11時30分／瀬野俊之 弁護士
	19日(火)	 8時45分～11時30分／東端克博 弁護士
	28日(木)	 8時45分～11時30分／髙山　功 弁護士
■税務相談　受付：10月25日（金）から（要電話予約６人）※

	11日(月)	 13時～15時／浜田忠夫 税理士
■登記の相談　受付：10月25日（金）から（要電話予約６人）※

	７日(木)	 10時～正午／露木裕之 司法書士
■人権相談

	７日(木)	 13時～15時／堀川珠代・日吉光余 人権擁護委員

受付：10月25日(金)から各回前開庁日15時まで
　　　（要電話予約８人）
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ほか児童書も含め、多数購入しています。

としょかん information
■図書館システム更新について
　10月１日より図書館システムが更新されました。詳細につい
ては図書館ホームページをご覧ください。
■今月の休館日
　毎週月曜日、11月３日(日・祝)、11月23日(土・祝)、11月29日(金)

としょかんだより 問伊東図書館　☎36-7433

主な新着図書のご紹介
書名 著者

1 偽りの貌 伊兼源太郎
2 イグアナの花園 上畠菜緒
3 死体で遊ぶな大人たち 倉知　淳
4 あのころの僕は 小池水音
5 母の舌 エミネ・セヴギ・エヅダマ
6 三部作 ヨン・フォッセ
7 わかったさんのスイートポテト 永井郁子
8 ギアナ・夜間飛行 あべ弘士

今月のオススメ図書

『はじめての和食えほん
秋のごちそうつくろう』

柳原尚之／文溪堂
栗・さつまいも・さんま・きのこなど、実り
の秋にはたくさんの食材が収穫されます。こ
の本ではそんな食材を使った料理が紹介され
ており、見ているだけで秋を感じられる一冊
になっています。秋のごちそうを作ってみて
はいかがですか？

㉄生涯学習課　☎32-1962
FAX37-8117ワクワク伝言板 伊東市二

は た ち

十歳式

主　　催　伊東朗読の会ひびき
代　　表　鳥居　誠一
　　　　　☎090-7424-4359
日　　時　11月30日㈯
　　　　　13時30分～16時
　　　　　（開場13時）
会　　場　健康福祉センター
参 加 費　無料
申 込 み　不要
内　　容　小説、エッセイなどバラ

エティーに富んだ作品をお聞きく
ださい。古きもの、新しきもの、
何か思いがけないものに出会える
かもしれません。 

主　　催　医療法人社団いずみ会
代　　表　巾　尊宣
日 に ち　11月17日㈰
開　　場　９時30分
開　　演　10時
会　　場　観光会館　別館　
参 加 費　無料
連 絡 先　山田　雄彦
　　　　　☎33-1200
内　　容　今回で31回目の開催にな

りました。健康で文化的な生活を
送るためのヒントを、毎回講師を
招いて市民の皆さんに分かりやす
くお届けする講座です。ご参加を
心よりお待ちしております。

　このコーナーでは、各種団
体・サークルの情報を掲載して
います。掲載を希望する人は、
生涯学習課生涯学習係「ワクワ
ク伝言板担当」☎32-1962まで
ご連絡ください。
※団体によっては掲載できない

場合もあります。

対　象　平成16年４月２日～平成17
年４月１日に生まれた人

日にち　7年１月12日㈰
開　場　10時
開　式　10時30分
会　場　観光会館
案　内　市に住民登録がある対象者

に二十歳式の案内状を送付します。
住民登録を市外に移した人は、生
涯学習課までご連絡ください。

㉄生涯学習課　☎32-1961

◆秋の朗読会◆ ◆第31回ゆ～ゆ～健康講座◆

みんなでお祝いしよう！イベント告知 イベント告知
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競輪とグルメ、伊東で満喫！競輪とグルメ、伊東で満喫！

伊東温泉けいりん伊東温泉けいりん特集

競輪場ってどんなところ競輪場ってどんなところ

おいしいグルメがいっぱい！おいしいグルメがいっぱい！

ミカリンフェス’24ミカリンフェス’24 in Autumn in Autumn

『リンカイグッズ！』大好評販売中『リンカイグッズ！』大好評販売中

　競輪はバンク（競走路）の上を
自転車で走り、誰が最初にゴール
するかを競う競技です。単純にス
ピードを競うだけでなく、相手と
の駆け引きの要素が強いところが、
競輪の面白さ、奥深さです。
　オリンピック正式種目の「ケイリン」では、競輪選手が
世界で活躍しています。競輪選手の走りをぜひ間近で体験
してください。車券購入しない人も大歓迎です！
　さらに、７年３月20日（木・祝）から４日間、第９回
ウィナーズカップ（ＧⅡ）を開催します。伊東温泉競輪場
では４年ぶりのビッグレースとなりますのでぜひご来場く
ださい。

　11/23(土・祝)・24(日)は、ミカリンフェス’24 in 
Autumnを開催！　この日は競輪場でレースも開催中です
ので、ぜひ白熱したレースもお楽しみください。

『リンカイ！』project 
SDキャラクターランダム
アクリルキーホルダーが伊
東温泉競輪場内で絶賛販売
中です！お越しの際には、
ぜひ聖地巡礼も併せてお楽
しみください！

　場内売店では、いろい
ろなメニューを販売して
います。新メニューもど
んどん出ていますのでぜ
ひご賞味ください。
※当日の開催状況により

営業形態が異なります。詳細は競輪場へお問い合わせくだ
さい。

競輪に関することは
㉄伊東温泉競輪場
　☎37-4260

ミカチキ
230円

味噌ラーメン
600円

チャーシュー丼
700円

牛カルビ丼
600円

11/23土祝  11/24日

初心者も楽しめる初心者も楽しめる

競輪をゼロから学ぶことができる、
競輪ガイドはこちらから

©RINKAI Project

??
※チラシを拡大したものは
　市ホームページからご覧
　になれます。

チラシ表 チラシ裏

㉄消費生活センター　☎52-3362
　平日９時～正午、13時～16時　市役所低層棟２階
　土日・祝日は消費者ホットライン　☎１８８

その申込み、定期購入ではありませんか？
最終確認画面チェックリスト

□定期購入が条件になっていませんか？
□継続期間や購入回数が決められていませんか？
□支払い総額はいくらですか？
□解約の際の連絡手段を確認しましたか？
□「解約・返品できるか」「解約・返品できる場合の条件」など、

返品特約や解約条件を確認しましたか？
□お届け予定日や利用規約の内容を確認しましたか？

☆申込み前に「最終確認画面」をスクロールして、最後まで確認しましょう。
☆注文直後に表示された「割引クーポン」などの利用時にも再度確認し

ましょう。
☆最終確認画面はスクリーンショットで保存しましょう。

ひとこと助言
●低価格を強調する広告を見て、1回だけ又は単品のつも

りで注文したら「定期購入」だったという相談が多く寄
せられています。特にインターネット通販では、申込み
前に必ず最終画面で左記の項目を確認しましょう。

●特定商取引法では、サイトの最終確認画面で、価格や申
込みの解除などの重要事項を簡単に確認できる表示を
義務付けています。表示がされていない場合や誤認す
るような表示の場合などは、申込みを取り消せる場合
があります。

●不安に思ったら、消費生活センターにご相談ください。

出典：独立行政法人国民生活センター　見守り新鮮情報

ご注意ください！
消費者トラブル
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誰誰もがもが多様性多様性をを認認めめ合合い、い、自自らのらの望望むむ活躍活躍をを実現実現することができるまちへすることができるまちへ
㉄市民課市民生活係　☎ 52-3002
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め
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士
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熱
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そうちゃん (１歳２か月 )　

性犯罪・性暴力、ＤＶの相談窓口
（年齢・性別を問わず相談できます）

【性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ支援
センター】
　短縮電話番号「＃ 8891」（早くワンストップ）

【性暴力に関するＳＮＳ相談】
　「Ｃｕｒｅ Ｔｉｍｅ（キュアタイム）」
　https://curetime.jp/

【ＤＶ相談ナビ】短縮電話番号「＃8008」（はれれば）
【ＤＶ相談プラス】0120-279-889（24時間）

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間

　～ひとりで悩まず、相談してください～

　期間　11月13日㈬～19日㈫
　時間　８時30分～19時（土日は10時～17時）
　※強化週間以外は、平日８時30分～17時15分
　☎0570-070-810（全国共通）
　※電話は最寄りの法務局・地方法務局につなが

ります。
　静岡地方法務局　静岡県人権擁護委員連合会

11月12日～25日は「女性に対する暴力をなくす運動」期間

　いつ、どこで、誰と、どのような性的な関係を持つかは、あなたが決めることがで
きます。同意のない性的な行為は「性暴力」です。相手と対等な関係でなかったり、
嫌だと言えない状況であったりしたなら、本当の同意があったことにはなりません。
　つらいこと、不安なことについて一人で抱え込まず、まずは性犯罪・性暴力被害者
のためのワンストップ支援センターに話してみませんか。

　暴力は、その対象の性別や加害者・被害者の間柄を問わず、決して許されるもので
はありませんが、特に配偶者などからの暴力、性犯罪・性暴力、ストーカー行為、売
買春、人身取引、デートＤＶ、セクシュアルハラスメント、痴漢、ＡＶ出演被害、イ
ンターネット上の性的な暴力など、女性に対する暴力は女性の人権を著しく侵害する
ものです。

「話してもいいのかな」「聞かせてほしいな」
　　　－ＤＶや性暴力の悩み、受け止めてくれる人がきっといる－

※１１月２５日は「女性に対する暴力撤廃国際日」

女性に対する暴力根絶のシンボル
パープルリボン

内閣府男女共同参画局
ホームページより


